






to	exploit	 the	potential	 that	 the	 job	crafting	concept	originally	hold.	Furthermore,	
previous	research	on	job	crafting	has	not	been	fully	presented	in	Japan.	Hence,	the	
first	aim	of	the	present	study	is	to	identify	the	intention	of	the	concept	construction	























































































































































































































事の経験を形作ることに I-deal が寄与するのは確かだが、JC のように MoW や WI を変え
るような仕事の経験の変化とはいいがたいように思われる。Rofcanin,	Berber,	Koch,	and	
Sevinc	（2016）が、質問紙調査の分析から I-deal と JC の弁別性可能を確認しているように、













































































の経験やそこから築かれていく MoW や WI が大きな意味をもちうる。
　第三に、仕事の個業化（中村,	2015）が進み、Wrzesniewski	and	Dutton（2001）が指
摘したような、他者とのかかわりの中から MoW や WI を確認していく機会が減っている
職場が少なくないことが挙げられる。そうした職場においては、職場内の人間関係を改め
て構築し、関わりを持っていくという関係的 JC が改めてクローズアップされる。




















































































　図 1 のモデルで中心に位置づけられている JC は、すでに紹介したような 3 次元に分解
されている。JC がもたらす効果は具体的なものと一般的なものに分けられているもの、「職
務設計の変化」、「職場の社会的環境の変化」という具体的な効果についてはほとんど言及
されず、一般的な効果である、MoW の変化及び個人の WI の変化に焦点が当てられている。
MoW の変化については、目的の感覚を増大させるように仕事を変えるような行動によっ
て MoW が変わることなどを挙げている。




　このように、単なる仕事の改善ではなく、MoW や WI と関係するものを JC と捉えてい
ることがこのモデルからも見て取れる。さらに、JC によって MoW や WI が変わることが












































いない。そのために、JC は以上に挙げた 3 つに分類されている。
　Demerouti（2014）は、以上のような 3 次元と Wrzesniewski	and	Dutton（2001）の




















の 3 次元を尺度化しようとした Niessen	et	al.（2016）は、認知的次元の必要性を論じる











くことが、当該個人の MoW や WI に重要な影響をもたらすことが重視されていた。それ
に対して、オランダグループの研究では、JD-R モデルを引き継ぎ、個人の肉体的・精神
的健康の増進への影響に焦点が当てられている（cf.	Niessen	et	al.,	2016）。このように




　前項のように、オランダグループによる JC 研究は、個人―職務適合をたえず求めて JC
を行っている存在として従業員個人を仮定している。JC を通じて仕事の経験を自ら作り上







































　すでに指摘したように、JD-R モデルに依拠した JC 研究は、Wrzesniewski	and	Dutton
（2001）によって提起された JC 概念の一部をカバーしたものと捉えられる。したがって、
上記で紹介した研究から得られた知見が、以下で紹介するような JC の 3 次元構造を想定
した枠組みにおいてどの程度適用することができるのかについて、今後検証を進めていく






Wrzesniewski	and	Dutton（2001）の 3 次元の操作化、（2）JC への職務的・社会的要因
の影響、（3）協同 JC、（4）JC と余暇活動との代替性、（5）日本における JC の実証研究、
という 5 つに分類し、それらの研究を紹介する。
　2.3.1　Wrzesniewski and Dutton（2001）の 3 次元の操作化
　 先 述 の オ ラ ン ダ グ ル ー プ に よ る JD-R モ デ ル に 基 づ く JC の 操 作 化 に 対 抗 し、




は認知的次元の重要性を強調した上で、15 項目からなる 3 次元尺度を開発し、実証研究
に用いている（Slemp	&	Vella-Brodrick,	2014;	Slemp,	Kern,	&	Vella-Brodrick,	2015）。








































































































性が低い業務に従事する給与チームについても JC が生じているものの、異なる形態の JC
が行われる傾向を見出している。また、同じ職場内での個人差をあることを踏まえて、動






















　ごく最近になって、JD-R モデルと 3 次元モデルの統合を図ろうとする試みが見られる。
Bruning	and	Campion（2018）は 2 つの軸を設定することで JC を分類する枠組みを提示
している。彼らは、JD-R モデルで扱われている JC を Resource	JC と捉え、それに対して






Resource-Avoidance という 4 次元を設定し、質的調査及び量的調査から抽出した 6 つの
因子をそこに位置づけている。
　また、Zhang	and	Parker（in	press）は、JC の階層的分類を提案している。最上位に
JC の指向として接近－回避動機によって分類し、次に JC の形態として行動－認知を区分
し、さらに JC の内容として資源－要求を分けて、8 種類からなる JC の階層構造を提案した。
　両者の提案の含意については稿を改めて詳しく検討することにしたいが、いずれの試み
についても「働く人が自分自身のために仕事をより良くしようという意図をもって行う仕



















フィードバック・サイクルについての検証である。JC が行われることで MoW や WI に変
化が生じ、それがさらなる JC を導くということが図 1 のモデルでは示唆されていた。し
かし、このようなダイナミズムはこれまでに確認されていない。こうしたフィードバック・
サイクルが成り立っているとすれば、JC 以外の原因によって生じた MoW や WI の変化が










ことがあるかもしれない（cf.	藤澤（鏑木）・高尾 ,	2014;	藤澤 ,	2016;	石山 ,	2018）。また、
Berg,	Wrzesniewski,	and	Dutton	（2010）や Berg,	Grant	and	Johnson	（2010）が挙げて
いたように、仕事で JC の動機が満たされないことが仕事外への活動に振り向けられると
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